
i

自動車業界へのスポットライト
「State of Design & Make」レポート 特別編
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世の中に自動車が誕生して以来、自動車業界は世界を牽引してきた。消費者
の間に自動車が広く普及するようになった20世紀初頭、自動車は人々の生活
を変え、都市の建設方式を変え、雇用の仕方を変えた。そして現在、自動車メ
ーカーは不安定な世界情勢と向き合い、変化し続ける消費者と労働者のニー
ズに応える一方で、電動化や自動運転に代表されるイノベーションを追求して
いる。

進化と適応の歴史を誇る自動車業界だ
が、最近実施された調査の結果、同業界
で働く人々は自分の業界が他の業界ほど
変化に対応できていないと考えているこ
とが明らかになった。オートデスクによ
るState of Design & Make レポート （約
2,500人のビジネスリーダーや専門家を対
象とした世界規模での調査）に収集され
たデータによると、自動車業界及び運送
業界に従事する人々のうち、「自分の業界
は世界的な変化に対応する準備が整って
いる」と回答した人はわずか44%に留ま
った。これは、その他の設計・製造セクタ
ーにおける同一回答率49%、そして全業界
平均の52%を下回る結果となっている。
また、自動車業界及び運送業界のビジネ
スリーダーや専門家は、「サプライチェー
ンが脆弱である」と回答する傾向が高いこ
とが明らかになっている（その他の設計・
製造セクターにおける同一回答率が55%

であるのに対して、自動車業界及び運送業
界は61%）。 

本調査データと自動車業界におけるビジ
ネスリーダーとのインタビューにより、今
日の自動車業界が直面している主要課題
と、これらの解決に向け企業が踏むステッ
プ、複数の領域における実践可能なベス
トプラクティスの事例が明確となった。
また、インタビューからは、他セクターが
自動車業界から学べる領域も浮き彫りと
なった。  

例えば、データの使用、新技術を試すこと
に対する意欲、設計開発におけるVR（仮想
現実）の活用において、自動車業界は新天
地を切り開いている、とビジネスリーダー
たちは言う。さらに、安全領域も自動車業
界の強みである。製品の不良や欠陥、ユー
ザーエラーが発生した場合、大惨事に至る
可能性があることを、業界のビジネスリー

自動車業界の現状 
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1
  State of Design & Make レポート（2023年）の完全版を読む： https://www.autodesk.com/insights/research/state-of-design-and-make/thanks

ダーたちは指摘する。また、自動車メーカ
ーは、性能やデザイン、ユーザーエクスペ
リエンスを犠牲にすることなく、常に自動
車の安全性を強化し続けてきた、と話す。 

「自動車業界は、ユーザー、安全性、性
能、品質に対して、非常に高いレベルでコ
ミットしています」と語るのは、Italdesign
社デザイン責任者 ホアキン・ガルシア氏。
「航空産業界の方が進んでいると言う人
もいますが、快適性やユーザーエクスペリ
エンス、細部へのこだわり、材質の面で言
えば、自動車業界の方がずっと先を行って
います。また、イノベーションに対する自動
車業界の投資は、エレクトロニクス業界や
ソフトウェア業界の投資に匹敵しているの
です」。

イノベーションの最先端に留まるために
は、自動車メーカーはAI（人工知能）やジ
ェネレーティブデザインなどの新技術を
率先して受け入れなければならない、と
ビジネスリーダーたちは言う。「私たちは
ジェネレーティブデザインを取り入れ、加
速化させてゆく必要があります」と話すの
は、Silverdraft社共同創業者兼CEO エイ
ミー・ジャイル氏。「テクノロジーが人間の
仕事を奪ってしまう、と危惧する声もとき
に聞こえてきますが、今後新しい雇用が創
出されていくでしょう」。

http://autodesk.co.jp/insights/research/state-of-design-and-make?mktvar002=5850496|LNK|
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人材、予測不可能な世界情勢、 
コストが生み出す課題

調査データによると、自動車メーカー及
びその他の運送会社が直面する課題に
は、人材の獲得と維持、世界の状況への
対応、コスト管理などが挙げられている。
これらの懸案は自動車業界のビジネスリ

ーダーへのインタビューでも触れられてお
り、ビジネスリーダーたちは、これらはその
他の課題と複雑に絡み合っていることが
多いと指摘している。 

例えば、欧州の大手自動車製造メーカー
の不動産責任者は、自動車業界が直面す
る最大の課題は「変化」だと話す。ただし

「変化」と一口に言っても、それが意味す
るものは複数にのぼる、と同氏は述べる。
自動車メーカーは競争のプレッシャーに
対応するために、テクノロジーの活用方法
を変えている。その結果、企業が求める社
員の種類が変わり、最終的には組織その
ものが変わっていく。

現在ご自身が属する会社または業界は、 
主にどのような課題に直面していますか？ 

「自動車の設計にとって、AI（人工知能）を学び、導入し、試行す
ることは非常に大きな課題です。しかし、決してマイナスな意味
での課題ではありません。何かを変える、何かが変わる、という
ことは、常にチャレンジを要します。それは、私たちが人間だから
です。そして、私はチームのメンバーに対して責任があります。AI
という変化を、チーム全員が抵抗なく受け入れられるようにしな
ければなりません。変わらなければならないのは、ツールだけで
はなく、一人ひとりのマインドです」
— Italdesign社デザイン責任者 ホアキン・ガルシア氏 

「今日では、かつてない数の自動車メーカーが存在しています。
電気エンジンさえあれば、それを車体に載せるだけで自動車が
造れてしまうのです。ただし、その自動車が道路を走れなければ
意味がありません。また、自動車は乗員を保護する必要があり、
同じ自動車を数十万回生産できることが求められます。長く自動
車を製造してきた企業にとって、これは課題とは言えないかもし
れません。しかし、現在次々に起業している新しい企業にとって
は、課題なのです」
— フォード社トラック＆SUV部門元デザイン責任者 イハブ・カウド氏  

「最大の課題の1つは、テクノロジーが開発の最先端 “ブリーデ
ィングエッジ” にあり確立されていないことです。ただあくまで
も、これは必要なことであり、特にコンピュータアーキテクチャ
に関して言えば、私たちは今後もブリーディングエッジにあるテ
クノロジーの模索を続けていきます。ですが、クライアントはど
のようなツールが存在し、活用できるのかを知りません。ネック
となる工程がクライアントのワークフローの一部となってしまっ
ているため、ネックであることに気づかないのです。こういったク
ライアントには、ネックの工程を取り除き、ネックがないワーク
フローの素晴らしさを提示することが必要になります」   
— Silverdraft社共同創業者兼CEO エイミー・ジャイル氏
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現在ご自身の会社が直面している課題を3つ回答してください。
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デジタル化及び製品開発への投資
拡大

このような課題を受け、自動車メーカーは
複数の戦略的な投資を行うことで積極的
に取り組みを行っている。調査に協力した
自動車メーカー及びその他の運送会社の
うち約70%が、「データ管理及び分析、プ
ロジェクトの成果を向上するためのテクノ
ロジー、また新製品及びサービスの開発に
対する投資を増加する予定である」と回答
している。インタビューに答えたビジネス
リーダーたちは、「人材の確保と維持、製
品開発及びパートナー間のコラボレーショ
ンによる目標達成に向け、テクノロジーへ
の投資を拡大した」と回答している。 

「私たちは現在、企業としての自分たちの
立ち位置をじっくりと理解し、まず何から
変えていくべきかを判断しようとしていま

す」と語るのは、JLR社デジタルアーキテ
クチャ部でエンタープライズアーキテクト
主任を務めるジェームズ・ボウ氏。「製造
業では従来、それぞれの部門が独立して単
独で動いてきました。デザイン部門による
設計をエンジニアリング部門が検証し、製
造部門が造ったものをセールス部門が売
る、と言った具合にです。ところがデジタル
の世界では、1本の繋がったフローで物事
が進みます。私たちは従来のワークフロー
を変えようとしていますが、これは自動車
業界の働き方を大きく変えることであり、
チャレンジを必要とします」。

パートナーシップの重要性

インタビューの中で、自動車業界のビジネ
スリーダーたちはパートナーシップの役割
を指摘している。組織の成功を保持し、
継続的なイノベーションを支えるため、第

三者ベンダーやサービスプロバイダー、場
合によっては他の自動車メーカーとパート
ナーシップを結ぶ。中には、テクノロジー
を受け入れるためのキャパシティー拡大を
目的としたパートナーシップもある。ただ
し、パートナーシップは新たな機会を創造
する一方で、課題そのものになりうるのも
事実である。 

エレクトロニクス業界と自動車製造業界
の日系大手2社がパートナーシップを結ん
で誕生した、ソニー・ホンダモビリティ社
のデザイン＆ブランド戦略部でゼネラルマ
ネージャーを務める河野拓氏は、この点に
ついて次のように述べている。「2つの異
なる企業文化に対応すること。自分たちに
とっては、これが1つ目の大きな課題です。
自動車業界とIT業界は、まったく異なるか
らです」。

「優良なパートナーシップには、共通の価値観とスキルの補完が求められます。私たちが歳月をかけて構築した盤石な
エコ パートナーシップは、現在でも順調に機能しています。優良なパートナーが一緒ならば、製品を市場に届けるまでの
時間を大幅に短縮できるのです」 
— PIX Moving社共同CEO兼最高プロダクト責任者 マッテオ・バラーレ氏 

46% 
の回答者が業務効率の向上を
優先事項として挙げている

45% 
の回答者がコスト管理を優先
事項として挙げている

43% 
の回答者が事業拡大を優先事
項として挙げている。

自動車メーカー及びその他の輸送会社にとっての
最優先課題:
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デジタルトランスフォーメーションが定義された現代、自動車メーカーは設計プロセスを
劇的に変えるデジタルツールを、競い合うようにして導入してきた。デジタルモデリングに
より、デザインチームは物理的なモデルから得られるよりもはるかに多くのデータを活用す
ることができ、結果としてより精度の高いモデルが製作できる。また、設計変更をするにも、
一からプロトタイプを作り直すよりも、デジタルモデルを手直しするほうがより手早くシンプ
ルだ。さらに、デジタルモデルを活用することで材料の削減にもつながり、オペレーションの
サステナビリティが向上する。

「鍵を握っているのはデジタルトラン
スフォーメーションです」と話すのは
Italdesign社のガルシア氏。「コンセプト
の考案からモデリング、レンダリング、アニ
メーション、さらにコミュニケーションに至
るまで、今ではすべてのプロセスがデジタ
ル化されています。実際、物理的なモデル
は確認用に使用するだけで、2015年以降
設計プロセスでは使用していません。デジ
タルの方がずっと速く、低コストで正確に
作業ができるからです」。

上記のコメントは、自動車業界のその他の
ビジネスリーダーたちの気持ちと通じてい
る。デジタル化により試作プロセスが変わ
り、時間とコストが共に節約できている、
とビジネスリーダーたちは口を揃える。同
様に、調査に協力した自動車メーカー及び
その他の運送会社の参加者は、デジタル
トランスフォーメーションがもたらす最大
の利点として、コスト削減、製品やサービ
スの立ちあがるスピードの加速、イノベー
ションの増加とアイデアの向上の3点を挙
げている。

デジタル成熟が生み出す
コスト効率向上と時間短縮

4

29% 
の調査に協力した自動車メーカー及びその他の
運送会社が「自身の組織はデジタル成熟度が高ま
っている」と回答している2

2 デジタルトランスフォーメーションに関する自社目標に近づいている、または目標を既に達成していると回答した参加者
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デジタルトランスフォーメーション： 
産業界での実績

「デジタル化による透明性の向上により、最大30%のコスト節
約につながっています。特に、社外のパートナーとビジネスをす
る際は、不確定要素を考慮して30%程度のコストが上乗せされ
ますが、これは透明性の欠如から生じるものです。そして、数年
に一度サプライヤーを見直すことでも、さらに5～10％のコスト
が節約できます。この際、新規サプライヤーはデータを一から作
り直す必要はありません。データは既に存在しているのですか
ら」
— 欧州の大手自動車製造メーカー不動産責任者

 

「弊社では、開発スピード、中でもスタイリング開発のスピードを
重視しています。自動車業界では従来、自動車の設計はスケッチ
画を描くところからスタートしていました。しかし、弊社では設計
プロセスの最初から3Dデータを活用しているため、従来の設計
プロセスと比較し大幅に時間短縮が可能です」
— ソニーグループ クリエイティブセンター長/ソニー・ホンダモビリティ社デザイン＆ブラン
ド戦略部ヘッド 石井大輔氏 

「デジタル化が進み、スピードが大きく変わりました。設計プロ
セスが数か月単位で短縮できるようになったのです」
— ソニー・ホンダモビリティ社デザイン＆ブランド戦略部ゼネラルマネージャー 河野拓氏

デジタルツールを活用することで、デザイ
ナーはより迅速により多くのオプションを
検討することができる。さらに、物理的な
プロトタイプを製作しないため、試作費用
が発生することもない。また、デジタルモ
デルには膨大なデータが組み込まれてい
るため、比類ない高水準の精度が保証さ
れる。デジタルエンジニアリングコンサル
ティング会社Haasis DEC社創業者兼CEO
を務めるジークマー・ハーシス氏は、次の
ように語る。「自動車の試作コストは従
来、自動車メーカーにとって大きな負担と
なってきました。デジタルツインを活用す
ることで、デザインチームは有利にスター
トを切ることができるです」。

数名のビジネスリーダーからは、デジタル
ツールによって新製品の市場投入が加速
できている、という声も聞こえてくる。ま

た、デジタルツールのおかげで組織全体で
データが活用できるため、ステークホルダ
ーや取締役会がより簡単に重要な情報を
特定し、活用することができるようになっ
た結果、ビジネスの状況がリアルタイムで
確認できるようになった、と言うビジネス
リーダーもいる。

自動車メーカー及びその他の運送会社
は、2020年以前からすでにデジタルトラン
スフォーメーションを追求していた。しか
し、新型コロナウイルスの影響を受け、多
くのケースにおいてそのイニシアチブが加
速されることとなった。ロックダウンによ
り社員の大部分を自宅待機させることを余
儀なくされた自動車メーカーは、新たなデ
ジタルツール（リアルタイムでのコラボレー
ションソフトウェアなど）を急速に採用し
てリモートワークに対応した。

JLR社では、組織全体の透明性向上、製品
の市場投入リードタイムの短縮、新たな収
入源開拓のため、デジタル技術への依存
度が増加している。 「IT領域がサービス
プロバイダーだと捉えられていたのは、わ
ずか2、3年前のことです」と同社のパート
ナードメインプロダクトマネージャーを務
めるジョアン・ピルキントン氏は言う。

しかし、時代は変わった。「今では、デジ
タルを中心としたビジネスに大きくシフト
しています。また、JLRがデジタルファース
トのビジネスとなるために必要な戦略的
意思決定の際にも、デジタルは重要な要
因になります」とピルキントン氏は言う。
「『デジタル』は、現在社内で最も多く使
われている言葉と言っても過言ではありま
せん」。

52% 
の調査に協力した自動車メーカー及び
その他の運送会社の参加者が、デジタル
トランスフォーメーションはコスト削減に
役立つと回答している

48% 
が、 製品やサービスを市場に出すまでの
スピードの加速に役立つと回答している

36% 
がイノベーションの実現とアイデアの向
上に役立つと回答している

デジタル・トランスフォーメーションがもたらす最大の利点：
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現在まで多くの人が、「自動車業界及び運送業界における人口知能（AI）＝自
動運転車」と考えてきた。かし、業界のビジネスリーダーたちは、AIソリューシ
ョンが持つポテンシャルとして、自社の製品設計ワークフローやその他のビジ
ネスプロセスの変革を指摘する。

調査に協力した自動車メーカー及びその
他の運送会社の参加者のうち41%が、自
社組織はAIとのコラボレーションと自動
化に内部データを活用している、と回答し
ている。一方、その他の設計・製造業界に
おいては、同じ回答をした調査参加者は
34%に留まっている。また、インタビュー
の中で自動車業界のビジネスリーダーたち
は、AIソリューションが持つポテンシャル
として、製品の開発リードタイムの短縮、
設計プロセスの部分的な自動化、製造ワ
ークフローの改善を指摘している。フォー
ド社トラック＆SUV部門の元デザイン責任

者 イハブ・カウド氏は、テクノロジーが自
動車メーカーの製品開発サイクル加速の
一助となってきたことを指摘し、次のテク
ノロジーとしてAIを挙げる。「新しく自動車
を造るのに5、6年かかっていた時代もあり
ましたが、現在では2年でクルマが造れま
す。そして、これには理由があるのです」と
同氏は語る。 「それを可能としたのは、テ
クノロジーに他なりません。人間は以前と
変わらず同じ作業をしているのですから、
テクノロジーのおかげでこれが実現できた
のです。そこにこれからはAIによる効果が
加わります」。

インタビューに回答したビジネスリーダー
たちは、自動車メーカーにとってのAI設計
ツールの使い道を次のように予測する。少
なくとも短期的に見れば、設計の最終段
階ではなく、主として構成設計（コンセプ
ト）段階で使用することを考えているよう
だ。「もちろん設計工程でAIシステムを活
用することはできますが、最終判断はやは
り人間が行う必要があるでしょう」と河野
氏は言う。「AIはオプションを与えてくれる
ものだと考えています」。

6

AIの台頭

「デザイナーはAIの作成したデザインを見て、開発に最善のものを判断できるはずです。このようなケースにおいては、人
間が付加できる価値を探し出す必要がありますが、これは簡単ではありません。私はまず、ツールについて学ぶことが先
決だと考えています。他社に後れを取らないためにも、ツールを無視することはできません。私たちは、現実から目を背け
るわけにはいかないのです。なぜなら、現実から目を背けている間に、周囲に取り残されてしまうからです」
— Italdesign社デザイン責任者 ホアキン・ガルシア氏　
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スキルアップの実例

労働市場が世界的に逼迫する中、自動車メーカーの中には社内の人材開発プロ
グラムに注力して人材のギャップを埋めようとしている企業がある。例えばJLR
社では、14カ月に渡るデータアナリティクスプログラムを既存社員400人に提供
している。 

「毎週1日、14カ月に渡って実施されるこのプログラムは大変厳しいコースで、デ
ータアナリティクスの世界でスキルアップを図ることで人材を誘致し、維持する
ことに役立っています」とジャガー・ランドローバー社パートナードメインプロダ
クトマネージャーのジョアン・ピルキントン氏は語る。「プログラムに参加するこ
とで、現在はまったく異なる事業領域で働いている社員にも、データアナリティ
クスの世界で活躍できる可能性が生まれるのです」。

人材の確保と維持に、世界中の企業が苦戦している。アナリストが差し迫った景気後退を予測し、世界中の大企業が
こぞって社員をレイオフしているにもかかわらず、多くの国において失業率は歴史的な低水準で推移している。米国で
は、運送セクターの失業率が2022年末時点で4.6%を記録し、前年の6.1%から低減を見せた3。世界の製造業界におけ
る最大手は自動車製造業であり、欧州だけを見ても全雇用の7%に相当する4。自動車製造業は、2030年まで3.7%のペ
ースで成長すると予測されている5。

自動車メーカー及びその他の運送会社の
ステークホルダーは、優秀な人材確保と維
持の課題に継続的に取り組んでいる、と話
す。本調査では82%の参加者が、自社は適
切な技術スキルを持つ人材を見つけること
に苦戦している、と回答している（その他
の設計・製造セクターの調査参加者は71
％と回答）。また、仕事に必要な経験値を
持つ人材を見つけることに苦戦していると
回答した参加者は、78%にのぼる（その他
の設計・製造セクターの調査参加者は70
％と回答)。 

インタビューの中で自動車業界のビジネス
リーダーたちは、人材に関する課題を自社
の急速なデジタル化と結びつけて考える
傾向を見せた。自動車業界においては現

在、ソフトウェアエンジニアを大手テック
企業と競い合っている、と言うのだ。ソフ
トウェアチームが2～3年しか存在しない
ケースもあり、このような場合にはベスト
プラクティスや職場の文化が構築されな
いまま、新社員が配置されることもあると
言う。また、高い離職率も、組織内の知識
定着や継続性の確保を難しくしている。
製品の開発サイクルが数年間に渡る業界
においては、なおさらだ。「自動車業界の
方からは、最近では人材を確保しても1、2
年で辞めてしまうと聞きます」と語るバラ
ーレ氏。「自動車業界における製品開発サ
イクルは通常、最低でも2、3年です。です
が、この期間中に開発チームの全員が転
職することもあるのです」。

7

3 https://www.bts.gov/newsroom/us-transportation-sector-unemployment-rate-46-november-2022-was-below-november-2021-level
4 https://www.acea.auto/figure/employment-trends-in-eu-automotive-sector/
5 https://www.azom.com/article.aspx?ArticleID=22236#:~:text=Current%20Global%20Market%20of%20Automotive,0.6%25%20between%202017%20and%202022

変わりゆく人材
のランドスケープ

https://www.bts.gov/newsroom/us-transportation-sector-unemployment-rate-46-november-2022-was-below-november-2021-level
https://www.azom.com/article.aspx?ArticleID=22236#:~:text=Current%20Global%20Market%20of%20Automotive,0.6%25%20between%202017%20and%202022
https://www.acea.auto/figure/employment-trends-in-eu-automotive-sector/
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ひと昔前まで、社員は通常、企業年金の受
給年齢まで勤めあげる覚悟で入社してい
た。しかし、企業年金が削られ、場合によ
っては撤廃されている現在、自動車業界に
属する労働者は、以前よりも会社への愛着
が薄れている。「社員は今すぐ満足感を得
たいのです」と語るのは、フォード社トラッ
ク＆SUV部門デザイン責任者であったイハ
ブ・カウド氏だ。 「今すぐマネージャーに
なりたい、今すぐ成功を収めたい。何でも
『今すぐ』を求めるのです」。

自動車メーカーは、企業が必要とするスキ
ルを既存の社員が習得できるよう、研修プ
ログラムを提供している（サイドバーを参
照）。しかし、それだけではない。自動車メ
ーカーは、企業文化を向上し、働きたいと
思えるような魅力的な職場作りに努力する
ことも重要である。インタビューでは、自ら
の仕事を「崇高な目的」と結びつけられる
よう、社員をサポートすることの重要性を
指摘したビジネスリーダーが数名あった。 

「人のモチベーションを高めるには、自ら
の行動の効果が理解できるように、本質
的な観点から意欲を引き出す必要があり
ます」とは、欧州の大手自動車製造メーカ
ーの不動産責任者の言葉だ。 

「向こう3年間で、自社の従業員にとって
最も重要となる技術的スキルは何である
と考えるか」という質問に対し、自動車メ
ーカー及びその他の運送会社の調査参加
者は、その他の業界で働く調査参加者よ
りも「イノベーションと事業開発」と回答
した人の率が高かった。これは、自動車業
界のビジネスリーダーたちと1対1で行った
インタビューの回答と通じている。ソフト
ウェアの開発チームやデジタル化が進ん
だ部門の人材に特定の技術的スキルが求
められることは当然だが、自動車業界のビ
ジネスリーダーたちは、かつてない速度で
進化する産業界の中で活躍できる能力を
持った、適応性のある人間を求めている、
と話す。

「大学では、現行の雇用ランドスケープに
応えられる学生の教育が追いついていま
せん」と述べるのは、Silverdraft社の共同
創業者兼CEO エイミー・ジャイル氏だ。
「一定のレベルまでくると、大切なことは
持ち合わせたスキルだけではなくなるので
す。大切なのは、その人自身です。物事を
素早く学び、試す意欲があるかどうか。そ
れが大切なのです」。

自動車業界の経験と技術系のバックグラ
ウンドを併せ持つ人材への需要は、特に高
い。「産業界での経験とデジタル領域の経
験を共に持っている人材は、非常に魅力的
です」とJLR社のパートナードメインプロダ
クトマネージャーであるジョアン・ピルキ
ントン氏は言う。「ラグジュアリーモビリテ
ィの定義を再考していく中で、前述の2つ
の経験を併せ持つ人材はJLRの将来にと
って大変重要な役割を担うことになるでし
ょう」。

51% 
の調査に協力した自動車メーカー及び
その他の運送会社が、従業員の急速な高
齢化を指摘している

44% 
が、自社の企業文化は若い世代のニー
ズに対応するスピードが遅い、と回答し
ている

自動車会社やその他の運輸会社の人材の課題：
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再生可能エネルギー源の使用割合増加

生産活動から生まれる廃棄物の削減とリサイクル材の使用増加

生産活動から生まれる廃棄物の削減とリサイクル材の使用増加

生産活動から生まれる廃棄物の削減とリサイクル材の使用増加

環境負荷を考慮した製品設計

サステナブルな設計原則の適用

よりエネルギー効率の高いプロセスまたは設備への投資または開発

生産活動から生まれる廃棄物の削減とリサイクル材の使用増加

自動車メーカー及びその他の運送会社によって現在すでに実施されて
いる取り組みの上位項目： 

自動車メーカー及びその他の運送会社が今後実施を予定して
いる取り組みの上位項目： 

37%

40%

40%

41%

39%

42%

42%

43%

サステナビリティに関する取り組みの上位項目

自動車業界がサステナビリティ指標にもたらす影響は、桁外れに大きい。運
送領域だけでも地球温暖化ガス排出量の23%を占めている6 。しかし、過去
数年間における電気自動車の伸びは著しく、調査に協力した自動車メーカー及
びその他の運送会社の参加者の多くが、サステナビリティをビジネスチャンス
と捉えている。同産業界からの調査参加者のうち35%が、「サステナビリティ
に関する取り組みは、いずれ自社の年間収益の10%以上を生み出す可能性を
持っている」と答えており、これはその他の設計・製造セクターにおける同一
回答率22%を大きく上回る結果となった。 

電動化が自動車メーカーにとってビジネス
チャンスとなる一方で、それは自動車業界
にとってとてつもなく大きな転換を意味す
る。「内燃エンジンから電気自動車への転
換は、大きな革命です」と話すのは、デジ
タルエンジニアリングコンサルティング会
社Haasis DEC創業者兼CEO ジークマー・
ハーシス氏だ。「自動車メーカーのエンジ
ニアリング組織全体が、過去150年間ずっ
と燃焼エンジンにフォーカスしてきたので
すから」。

電気自動車へのシフトと合わせて、運送会
社からの調査参加者は、自社はサステナ

ビリティを高めるためのアクション（生産
活動から生まれる廃棄物の削減など）を
すでに実施しており、今後はさらに多くの
アクション（サステナブルな設計原則を適
用するなど）を実施する予定である、と答
えている。 

欧州の大手自動車製造メーカーの不動産
責任者は、自動車メーカーによるサステナ
ブルな建築設計におけるデジタル技術の
重要性を指摘する。「デジタル技術を活用
すれば、建築する前の段階でシミュレーシ
ョンすることが可能です。工事現場に足を
踏み入れる前から、可能な限り最適化する

ことができるのです」 と言う。「そして、グ
リーンなエネルギーを使用し、できる限り
サステナブルな方法で建設を行います」。

自動車メーカー及びその他の運送会社の
ビジネスリーダーや専門家は、よりサステ
ナブルな事業を運営するよう多方面から
プレッシャーを受けている、と語る。87％
が顧客からのプレッシャーと回答し、85%
が政府の規制機関からのプレッシャーと
答えている。「企業としてサステナビリティ
を高めることに対する、社会からのプレッ
シャーがあるように思います」と、あるビ
ジネスリーダーは述べる。「次の世代にと
って、自動車メーカーの位置づけは従来ほ
ど高くなくなりました。若い世代は自動車
メーカーとの関わりや結びつきを好まない
ため、インターンを見つけるのが困難にな
ってきています。ある企業は、イメージダ
ウンを理由に、自動車メーカーがスポンサ
ーとなることを拒否したという話さえ耳に
しました。この変化の波は、急速に訪れま
した」。

9

7 https://www.edf.org/issue/clean-transportation

サステナビリティ＝
ビジネスチャンス

https://www.edf.org/issue/clean-transportation
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今後ますます電動化が進むことが予測される将来に向けて自動車セクターが準備を進める中、ビジネスリーダーたちは、世界規模での変化に対応するための準備不足を感じ始めている。また、自社のサ
プライチェーンが脆弱であると回答する傾向が見られる。これらの課題に対応するため、かつてない規模でのイノベーションへつながる新しいテクノロジーに多くの企業が投資を行っている。

ビジネスリーダーの発言の要点：

結論

1 3 6 72 54
挑戦：
自動車業界及び運送業
界は、人材、世界経済、
コスト管理に関する課
題に直面している。 

投資：
多くの自動車メーカー
が、データ管理、アナリテ
ィクス、プロジェクトの
成果を向上するための
テクノロジー、新たな製
品やサービスの開発に
投資を行っている。 

AI: 
現時点では未だエマー
ジングテクノロジーであ
るAIだが、製品設計にお
いて今後著しい効果を
もたらすことが予測され
る。調査に協力した業界
参加者のうち41%が、自
社はAIとのコラボレーシ
ョンと自動化に内部デ
ータを活用している、と
回答している。 

最優先事項：
多くの自動車メーカー
が、業務効率、コスト管
理、事業拡大を最優先
事項として挙げている。 

DX: 
デジタルトランスフォー
メーションの効果につい
て、調査に協力した業界
参加者のうち52%がコ
スト削減を挙げ、48%が
製品やサービスの上市
加速、36%がイノベーシ
ョンの増加を挙げてい
る。また、透明性の向上
を挙げた参加者もいた。

人材：
優秀な人材の確保と維
持は困難であり、仕事の
内容は急速に変化して
いる。結果として、企業
は継続的な学習に取り
組めて、適応性のあるス
キルを持った人材を求
めている。 

持続可能性：
自動車メーカーは、企
業としてサステナビリテ
ィを高めることに対する
プレッシャーを感じてい
る。また、よりサステナブ
ルな事業モデルへの移
行に、ビジネスチャンス
を見出している。
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本調査に関して

State of Design & Make レポートは、物や空間、体験を設計・デザインし創出している世界中の
ビジネスリーダーを対象として毎年実施されるグローバル調査の結果をまとめたものです。 レポ
ートでは、企業の意思決定を左右する最も差し迫った変化の推進要因をとりあげており、ビジネ
スリーダーが優先順位を付け、将来への投資を行うプロセスの一助となることを目的としていま
す。

オートデスクは、市場調査の分野で世界をリードするイプソス社と提携し、建築・エンジニアリ
ング・建設（AEC）、設計・製造（D&M）、メディア・エンターテインメント（M&E）の各業界に携
わる計2,565人のビジネスリーダー、未来学者、専門家を対象に、調査アンケートとインタビュー
を実施しました。

用語集及び調査結果・洞察を含む State of Design & Make レポートの完全版は、こちらからご
覧いただけます。

自動車業界へのスポットライト は、自動車業界、航空宇宙業界、その他の運送業界に携わるプ
ロフェッショナルから収集した定量データ（計124）に焦点を当てています。加えて、自動車業界
のビジネスリーダーを対象とした定性的インタビュー（計11回）を、2023年5月に実施しました。 

定量データは、2022年10月～12月の期間に、オンラインで20分間のアンケート調査を実施して
収集しました。アンケートは、オーストラリア、中国、インド、日本、韓国、フランス、ドイツ、イタリ
ア、オランダ、スウェーデン、英国、カナダ、米国の対象者に回答していただきました。
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